北信地域障がい福祉自立支援協議会　議事録





　

開催日時


平成30年2月9日（金）





部会名


そだちネットワーク部会　第5回





参加者所属機関名等飯山養護学校・北信保健福祉事務所・中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・野沢温泉村・栄村・母子通園施設いちご学園・母子通園施設ゆきんこ園・児童養護施設飯山学園・ふっくら工房ふるさと・事務局（北信圏域総合相談支援センター）





本日のテーマ、課題等


（１）全体共有　


（2）各ワーキンググループ活動　（３）各ワーキンググループ報告　(4)その他





会議で話し合われた事


　(１)全体共有


①自立支援協議会より：2/8に全体会が開催された。そだちネットワーク部会の今年度の活動報告について、別紙に基づき報告した。


⑤発達障がい支援フォーラムについて：開催の概要が決定した。概要は別紙チラシを参照。





(２)(３)ワーキンググループ活動・報告


　　●子どもの困り感や特性に合わせた支援ＷＧ


　　　・義務教育段階での途切れない支援システム作り。まずは小1から小6までを対象としたフォーマットを作成した。来年度は教育委員会にWGに入ってもらい検討しながら、実際に現場で使っていく。


　　●家族の気持ちに寄り添う支援ＷＧ


　　　・相談につながる要因のうち「人」が相談のきっかけを引き出すために実際に必要なスキルや体制について深めるとともに、来年度のWGの活動として、①メール相談についての情報収集、②支援者が自信を持って保護者との関係を築く(話を引き出す)方法、③具体的な場面についての事例検討を通してよい方法を探る、の3つの柱を立てた。


　　●関係機関のネットワーク機能の充実ＷＧ


　　　・連携マップの方向性として、「支援者がチームの作り方を分かる為の支援マップ」を着地点とした。記載する情報は制限せず、支援者のみが閲覧し活用するものとし、ホームページなど一般の方が閲覧できる形としては現状作成しない。来年度は共通のフォーマットを用意し、職種ごとの役割や状況ごとのつなげ先などが分かるものを作成していく。


●重心・医ケアWG


・平成２８年度実態調査の結果と、親の会から得られた保護者の声を元に、医療的ケア児の課題を中心に検討した。課題解決の方向を明確にするため、親の会を来年度も開催し、保護者のニーズをより具体化していきたい。また、北信圏域は医療との連携が弱く、看護師も不足している現状がある。来年度は、医療との連携を課題とし、取り組んでいきたい。　　　





今後に向けて　　　　


●平成30年度第1回そだちネットワーク部会は　平成30年5月1日(火)　に開催予定。











